
 

 

 

１．日時：平成２２年７月２３日（金）16:00～18:00 

 

２．場所：合同庁舎２号館８階中西東会議室 

 

３．出席委員：第１部会 会長 米倉 亜州夫  広島大学名誉教授 

       第１部会 委員 今岡 務    広島工業大学環境学部 

第１部会 委員 戸田 常一   広島大学大学院社会科学研究科 

              第 1 部会 委員 福田 健吉   （株）日本政策投資銀行 中国支店長 

                        

４．議事次第： 

 

（１）審査対象工事の全体説明 

   審査対象工事件数・・・全１０件 

＜件数の内訳＞ 

・評価項目・加算点の審査（公告前審査・・・２件） 

 

表１ 【高度技術提案型】 

加算点の合計 

工種 

50～ 60～ 70～ 80～ 90～

計 

一般土木 - - - 1 - 1 

計 0 0 0 1 0 1 

 

表２ 【簡易型（従来方式）】 

施工体制評価点＋加算点の合計 
工種 

50～ 60～ 70～ 80～ 90～
計 

建築 0 1 - - - 1 

計 ０ 1 0 0 0 1 

 

・技術提案の審査（入札前審査・・・８件） 

 

表３【標準型（Ⅱ型）】（施工体制確認型） 

加算点の合計 

工種 

50～ 60～ 70～ 80～ 90～

計 

一般土木 - - - 1 - 1 

建築 - - - 1 - 1 

電気設備 - - - 2 - 2 

機械設備 - - - 1 - 1 

暖冷房衛生設備 - - - 1 - 1 

計 0 0 0 6 0 6 

中国地方整備局総合評価審査委員会 第１部会（第４回）開催結果の概要



 

表４ 【簡易型（従来方式）】（施工体制確認型） 

 

施工体制評価点＋加算点の合計 
工種 

30～ 60～ 70～ 80～ 90～
計 

建築 1 - - - - 1 

機械設備 - １ - - - 1 

計 1 1 0 0 0 2 

 

・ 施工体制確認方 開札後整理案件・・・３件 

表５ 【標準型（Ⅰ型）】（施工体制確認型） 

施工体制評価点＋加算点の合計
工種 

50～ 60～ 70～ 80～ 90～
計 

建築 - - - 2 - ２ 

建築 - - - 1 - 1 

計 0 0 0 3 - 3 

 

 

 

（２）審査対象業務の全体説明 
  １）審査対象業務件数・・・全１１件 

＜件数の内訳＞ 

・ 評価項目・加算点の審査（公示前審査・・・６件） 

表６ 総合評価落札方式 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
表７ プロポーザル方式 

 
 
 

 

簡易公募型 
工種 

簡易型 標準型 

詳細設計 1 0 

調査検討 0 １ 

計 １ １  

工種 公募型 簡易公募型 標準型 

実施設計 ０  ３ 0 

基本設計、 

実施設計 
0 0 1 

計 0 3 1 



 

・ 評価項目・加算点の審査（特定前審査・・・５件） 

表８ 総合評価落札方式 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
表９ プロポーザル方式 

 
 
 

 
 

 

 

５．主な意見の概要 

（工事審査）  

・１社しか応募かない工事があるがどのような理由が想定そうていされるか？ 
１社応札は、競争原理が働いていないと思う。競争参加者が増えるよう検討を。 
→当該工事の同種工事や地域要件等で、複数の社が競争参加資格に該当しているのを確認して発注した

ところではあるが、エレベータの改修であったため、競争参加者が少なかったものと思われる。 
 今後、発注公告にあたっては、当該委員会の助言を頂きながら検討していきたい。 

 
・高度技術提案型工事は、応募者が少ないのでは？ 
 →今回の工事は、一部箇所の施工方法を求める工事であり、本体工（覆工等）の施工は従来のトンネル

と同様なため、過去のトンネル工事に比べて、極端に競争参加者が少なくなる事はないと思われる。 
 
（業務審査） 

・最大で１０者指名（または選定）できるにもかかわらず、全体的に参加表明者数が３～５者と少ないよ

うである。業者が参加表明しやすいよう適切な工期を確保した、計画的な発注をしていただきたい。 

 →了解。 

 

その他、評価手法及び評価に関する助言を頂く 

簡易公募型 
工種 

簡易型 標準型 

調査検討 1 １ 

計 １ １  

工種 公募型 簡易公募型 標準型 

実施設計 ０  ２ ０  

実施設計 0 0 １ 

計 0 2 1 



◆第４回総合評価審査委員会審査対象工事一覧

④企業の技術力

a) b) c) d) ア） イ） ウ） エ） オ） ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ア）
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取
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用
な
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の
活
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1
出雲河川
事務所

河
川

斐伊川放水路開削部河床整
備工事

一
般
土
木

河
川

工事延長L=2,275m
掘削　一式
河床保護工 一式

基礎岩盤はスレーキ
ング現象が著しい特
性があり、河床保護
工においては基礎
岩盤との水密性が
重要である。

一
般
競
争

標
準
型

(

Ⅱ
型

)

○ ○ ○ 85.0 30 15 15 55.0

河床保護
コンクリー
トの品質・
耐久性向
上に関す
る施工計
画

25 25.0 6.0 1.0 3.0 1.0 4.0 3.0 1.0 1.0 20.0 5.0 5.0 10.0

2 本局
営
繕

西条税務署電気設備工事

電
気
設
備

営
繕

鉄筋コンクリート造
３階建
約1,700㎡
電気設備
新設一式外

本工事は庁舎新築
に伴う電気設備工事
であり、配線工事に
ついての品質確保
は、建物性能を実現
する上で重要であ
る。

一
般
競
争

標
準
型

(

Ⅱ
型

)

○ ○ 80.0 30 15 15 50.0

電力ケー
ブルの施
工に関す
る品質確
保

25 25.0 6.0 3.0 1.0 1.0 4.0 3.0 1.0 1.0 20.0 5.0 5.0

3 本局
営
繕

西条税務署機械設備工事

暖
冷
房
衛
生
設
備

営
繕

鉄筋コンクリート造
３階建
約1,700㎡
機械設備
新設一式外

本工事は庁舎新築
に伴う機械設備工事
であり、空気調和設
備工事の品質確保
は、建物性能を実現
する上で重要であ
る。

一
般
競
争

標
準
型

(

Ⅱ
型

)

○ ○ 80.0 30 15 15 50.0

空気調和
設備の施
工に関す
る品質確
保

25 25.0 6.0 3.0 1.0 1.0 4.0 3.0 1.0 1.0 20.0 5.0 5.0

4 本局
営
繕

広島港湾合同エレベーター設
備改修工事

機
械
設
備

営
繕

鉄骨鉄筋コンクリート
造
地下１階地上７階建
約9,900㎡
エレベーター設備
新設一式

エレベーターシャフト
内の施工品質を向
上させることは建物
性能を実現する上で
重要である。

一
般
競
争

標
準
型

(

Ⅱ
型

)

○ ○ 80.0 30 15 15 50.0

エレベー
ターシャフ
ト内の施工
品質を向
上させる為
の技術提
案

25 25.0 6.0 3.0 1.0 1.0 4.0 3.0 1.0 1.0 20.0 5.0 5.0

5 本局
営
繕

広島港湾合同設備改修工事

電
気
設
備

営
繕

鉄骨鉄筋コンクリート
造
地下１階地上７階建
約9,900㎡
電機設備
改設一式
外

本工事は庁舎新築
に伴う電気設備工事
であり、配線工事に
ついての品質確保
は、建物性能を実現
する上で重要であ
る。

一
般
競
争

標
準
型

(

Ⅱ
型

)

○ ○ 80.0 30 15 15 50.0

電力ケー
ブルの施
工に関す
る品質確
保

25 25.0 6.0 3.0 1.0 1.0 4.0 3.0 1.0 1.0 20.0 5.0 5.0

6 本局
営
繕

府中区検新築工事
建
築

営
繕

（庁舎）
壁式鉄筋コンクリート
造２階建
約1８９㎡
新築１棟
外

構造体コンクリート
のひび割れ防止対
策は、建物を構成す
る上で重要である。

一
般
競
争

標
準
型

(

Ⅱ
型

)

○ ○ 80.0 30 15 15 50.0

構造体コン
クリートの
ひび割れ
防止に関
する提案

25 25.0 6.0 3.0 1.0 1.0 4.0 3.0 1.0 1.0 20.0 5.0 5.0

7 本局
営
繕

西条税務署エレベーター設備
工事

機
械
設
備

営
繕

鉄筋コンクリート造
３階建
約1,700㎡
エレベーター設備
新設一式

エレベーターシャフト
内の施工品質を向
上させることは建物
性能を実現する上で
重要である。

一
般
競
争

簡
易
型

(

従
来
方
式

)

○ ○ 66.0 30 15 15 36.0 10

エレベーター
シャフト内の
施工品質を
向上させる
為の技術的
所見

10.0 6.0 3.0 1.0 1.0 1.0 4.0 2.0 1.0 2.0 21.0 5.0 5.0

事
務
所
名

⑥
地
元
企
業
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用
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計

地域

⑤
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・
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計
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③配置予定技術者の施工能力高度技術提案型、標準型、簡易型　①技術提案、施工計画

合
計

工事概要

加
算
点
の
合
計
②

工事の特性

（評価項目設定の妥当性が
判断できる工事内容やサイ
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すること）

工
事
種
別

種
別

入札方式
総合評価

方式

工事名No.
区
分



④企業の技術力

a) b) c) d) ア） イ） ウ） エ） オ） ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ア）
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又
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績

優
秀
建
設
技
術
者
表
彰
又
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事
務
所
名

⑥
地
元
企
業
活
用

技術提案 施工能力

合
計

地域

⑤
地
域
精
通
度
・
貢
献
度

合
計

①簡易な施工計画の加算点 ②企業の施工能力
施
工
体
制
評
価
点
＋
加
算
点

（
①
＋
②

）

①施工体制評価点

施
工
体
制
確
保
の
確
実
性

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
評
価
点
計
①

備
　
　
考

②加算点

評価内容３評価内容１ 評価内容２

③配置予定技術者の施工能力高度技術提案型、標準型、簡易型　①技術提案、施工計画

合
計

工事概要

加
算
点
の
合
計
②

工事の特性

（評価項目設定の妥当性が
判断できる工事内容やサイ
ト特性をわかりやすく記載

すること）

工
事
種
別

種
別

入札方式
総合評価

方式

工事名No.
区
分

8 本局
営
繕

宇部合同身障改修工事
建
築

営
繕

庁舎（既存）
鉄筋コンクリート造
地下１階地上５階建
約4,500㎡
修繕一式
外

合同庁舎の入居官
署での業務を行いな
がら行う工事であ
り、、来庁者及び職
員への騒音、振動、
粉塵対策は重要で
ある。

一
般
競
争

簡
易
型

(

従
来
方
式

)

ー ○ 36.0 ー ー 36.0 10

騒音、振動、
粉塵対策に
関する技術
的所見

10.0 6.0 3.0 1.0 1.0 1.0 4.0 2.0 1.0 2.0 21.0 5.0 5.0

10 本局
営
繕

可部職安建築改修工事
建
築

営
繕

庁舎（既存）
鉄筋コンクリート造２階
建
約８４７㎡
修繕一式

道
路

駟馳山バイパス細川トン
ネル工事

鳥取河
川国道
事務所

9

ト
ン
ネ
ル

一
般
土
木

トンネル
L=229m



◆施工体制確認型総合評価方式　開札後工事一覧

⑤企業の技術力

a) b) c) d) ア） イ） ウ） エ） オ） ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ア） イ） ウ） エ） ア）

評
価
項
目
・
加
算
点
の
審
査

技
術
提
案
の
審
査

W
T
O

入
札
方
式

総
合
評
価
方
式

地
元
企
業
活
用
促
進
型

施
工
体
制
確
認
型

不
誠
実
な
行
為
に
お
け
る
減
点
項
目

工
程
管
理

品
質
管
理

施
工
上
の
課
題
に
対
す
る
技
術
的
所
見

（
発
注
者
指
定

）

施
工
上
配
慮
す
べ
き
事
項

（
受
注
者
提
案

）

評価項目
加
算
点

評価項目
加
算
点

評価項目
加
算
点

過
去
の
工
事
成
績

工
事
成
績
優
秀
企
業
認
定
制
度

（
ゴ
ー
ル
ド
カ
ー
ド
制
度

）
の
表
彰

優
良
工
事
施
工
団
体
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

同
種
工
事
の
施
工
経
験

下
請
企
業
の
表
彰

過
去
の
工
事
成
績

優
秀
建
設
技
術
者
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

継
続
教
育

（
C
P
D

）
の
取
り
組
み

ヒ
ア
リ
ン
グ

同
種
工
事
の
施
工
経
験

取
得
資
格

従
事
役
職
の
経
験

作
業
拠
点

技
能
者
の
配
置

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ャ
ー
の
保
有

Ａ
ｓ
合
材
プ
ラ
ン
ト
の
保
有
状
況

有
用
な
新
技
術
の
活
用

1 本局
営
繕

12 ○ 西条税務署建築工事
建
築

営
繕

庁舎
鉄筋コンクリート
造３階建
約1,7００㎡
新築１棟
外

構造体コンクリートのひび割れ防止
対策は、建物を構成する上で重要で
ある。

一
般
競
争

標
準
型

(

Ⅱ
型

)

○ ○ ○ 86.0 30 15 15 56.0

構造体コンク
リートのひび
割れ防止に
関する提案

25 6.0 3.0 3.0 4.0 2.0 1.0 2.0 3.0 7.0

2 本局
営
繕

① ○
裁判所下関支部機械設備
工事

暖
冷
房
衛
生
設
備

営
繕

庁舎
鉄筋コンクリート
造
３階建（塔屋１
階）
約4,800㎡
機械設備
新設一式

本工事は庁舎新築に伴う機械設備
工事であり、空気調和設備工事の品
質確保は、建物性能を実現する上で
重要である。

一
般
競
争

標
準
型

(

Ⅱ
型

)

○ ○ 80.0 30 15 15 50.0

空気調和設
備の施工に
関する品質

確保

25 6.0 3.0 1.0 1.0 4.0 3.0 1.0 1.0 5.0

3 本局
営
繕

⑫ ○
鳥取県警察機動隊庁舎建
築工事

建
築

営
繕

庁舎
鉄筋コンクリート
造４階建
約1,３００㎡
新築１棟
外

構造体コンクリートのひび割れ防止
対策は、建物を構成する上で重要で
ある。

一
般
競
争

標
準
型

(

Ⅱ
型

)

○ ○ ○ 84.0 30 15 15 54.0

構造体コンク
リートのひび
割れ防止に
関する提案

25 6.0 3.0 3.0 4.0 2.0 1.0 2.0 6.0 2.0

簡易型：①-2　簡易な施工計画　　　　　　高度技術提案型、標準型　①技術提案、施工計画 ②企業の施工能力 ③配置予定技術者の施工能力

施
工
体
制
評
価
点
＋
加
算
点

（
①
＋
②

）

①施工体制評価点

施
工
体
制
確
保
の
確
実
性

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
評
価
点
計
①

備
　
　
考

⑥
地
域
精
通
度
・
貢
献
度

⑦
地
元
企
業
活
用

評価内容３評価内容１ 評価内容２

④施工管理体制①-1　簡易な施工計画の加算点

工事概要

加
算
点
の
合
計
②

工事の特性

（評価項目設定の妥当性が判断できる工事内容
やサイト特性をわかりやすく記載すること）

工
事
種
別

種
別

入札方式
総合評価

方式

事
務
所
名

審査対象
工事

工事名No.
区
分



◇平成２２年度の発注業務一覧表【総合評価落札方式（標準型）・公示前】　平成２２年　７月２３日総合評価審査委員会（第一部会）

管
理
技
術
者

管
理
技
術
者

管
理
技
術
者

管
理
技
術
者

与
条
件
と
の
整
合

キ
ー
ワ
ー
ド
の
網
羅

説
得
力
が
あ
る

類
似
実
績
が
あ
る

1
企
画
部

広島湾閉
鎖性水域
における
再生検討
業務

土木関
係建設
コンサ
ルタン
ト業務

広島湾
再生推
進計画
におけ
る中間
評価
（案）の
作成等

簡易公
募型競
争入札
（総合評
価落札
方式・標
準型）

（合計３５点） （合計１５点）

No部名 業務名 業務種別 業務概要

資格・実績成績・表彰

業
務
の
成
績

同
種
類
似
実
績

保
有
資
格

入札参加者選定の評価ウェート
参加表明者の経験・能力

事
故
及
び
不
誠
実
な
行
為

表
彰
の
有
無

技
術
者
表
彰
・
業
務
表
彰
経
験

予定管理技術者の経験・能力

資格・実績

(合計１５点）

入
札
契
約
方
式

的確性

業
務
成
績

登
録
等
の
有
無

同
種
類
似
実
績

保有資
格

合
　
　
計

実
施
体

予定管理技術者の経験・能力

小
　
　
計

小
　
　
計

技術提案

１：３（合計２４点）
１：２（合計３７点）

合
 
 

計

落札者選定の評価ウェート

評
価
テ
ー
マ
間
の
整
合
性

１：３（合計２０点）
１：２（合計３０点）

工
程
計
画
の
妥
当
性

実現性

業
務
理
解
度

テーマ内容

小
　
　
計

評価テーマ ①成績・表彰

同種類
似実績

実
施
フ
ロ
ー
の
妥
当
性

１：３（合計３０点）
１：２（合計３６点）

（合計３５点）

様式１－１

実施方針

１：３（合計５０点）
１：２（合計６０点）

実
施
体
制
の
妥
当
性

資格・実績

同種類
似成績

表彰の
有無

そ
の
他

（
知
識

）

１：３（合計２４点）
１：２（合計３７点）

成績・表彰



◇平成２２年度の発注業務一覧表【総合評価落札方式(簡易型）・公示前】　平成２２年　７月２３日総合評価審査委員会（第一部会）

管
理
技
術
者

管
理
技
術
者

管
理
技
術
者

管
理
技
術
者

1
企
画
部

中国管内電
気通信設備
設計業務

土木関
係建設コ
ンサルタ
ント業務

多重無線関連
設備及び羅漢
山レーダ設備
の更新詳細設
計を行うもの

簡易公
募型競
争入札
（総合
評価落
札方
式・簡
易型）

業
務
成
績

同種類
似実績

成績・表彰

実
施
体
制
の
妥
当
性

（合計３５点）

資格・実績

（合計５０点）

小
　
　
計

そ
の
他

（
知
識

）

合
 
 

計

落札者選定の評価ウェート

業
務
理
解
度

同種類
似成績

表彰の
有無

予定管理技術者の経験・能力

成績・表彰

実
施
体
制

予定管理技術者の経験・能力

小
　
　
計

（合計５０点）（合計１５点）

資格・実績

技術提案

成績・表彰 実施方針

（合計１００点）

工
程
計
画
の
妥
当
性

実
施
フ
ロ
ー
の
妥
当
性

保有資
格

合
 
 

計

入
札
契
約
方
式 表

彰
の
有
無

（合計３５点）

同
種
類
似
実
績

事
故
及
び
不
誠
実
な
行
為

No部名 業務名 業務種別 業務概要

様式１－２

入札参加者選定の評価ウェート

参加表明者の経験・能力

技
術
者
表
彰
・
業
務
表
彰
経
験

資格・実績

(合計１５点）

登
録
等
の
有
無

業
務
の
成
績

同
種
類
似
実
績

保
有
資
格



◇平成２２年度の発注業務一覧表【総合評価落札方式（標準型）・特定前】　平成２２年　７月２３日総合評価審査委員会（第一部会）

管
理
技
術
者

管
理
技
術
者

管
理
技
術
者

管
理
技
術
者

与条件と
の整合

キーワー
ドの網羅

説得力が
ある

類似実績
がある

配点

評定点

簡易
公募
型競
争入
札
（総
合評
価落
札方
式・
標準
型）

瀬戸内
海に静
脈物流
を産業
として
発展さ
せてい
くため
の調査
検討

1
企
画
部

瀬戸内海
地域にお
ける静脈
物流検討
調査業務

土木
関係
建設コ
ンサル
タント
業務

様式３－１

実
施
体
制
の
妥
当
性

（合計３５点）

保有資格合
 
 

計

実
施
体

予定管理技術者の経験・能力

資格・実績

１：３（合計２０点）
１：２（合計３０点）

同種類似
実績

資格・実績成績・表彰

技術提案

１：３（合計２４点）
１：２（合計３７点） 合

 
 

計

落札者選定の評価ウェート

評
価
テ
ー
マ
間
の
整
合
性

そ
の
他

（
知
識

）

工
程
計
画
の
妥
当
性

実
施
フ
ロ
ー
の
妥
当
性

業
務
理
解
度

テーマ内容

同種類似
成績

表彰の有
無 小

　
　
計

小
　
　
計

１：３（合計２４点）
１：２（合計３７点）

入
札
契
約
方
式

同
種
類
似
実
績

保
有
資
格

資格・実績

(合計１５点）

登
録
等
の
有
無

同
種
類
似
実
績

予定管理技術者の経験・能

成績・表彰

入札参加者選定の評価ウェート
参加表明者の経験・能力

事
故
及
び
不
誠
実
な
行
為

表
彰
の
有
無

技
術
者
表
彰
・
業
務
表
彰
経
験

業
務
成
績

業
務
の
成
績

（合計３５点） （合計１５点）

No 部名 業務名 業務種別 業務概要

的確性 実現性

小
　
　
計

評価テーマ ①実施方針

１：３（合計５０点）
１：２（合計６０点）

成績・表彰

１：３（合計３０点）
１：２（合計３６点）



◇平成２２年度の発注業務一覧表【総合評価落札方式(簡易型）・特定前】　平成２２年　７月２３日総合評価審査委員会（第一部会）

管
理
技
術
者

管
理
技
術
者

管
理
技
術
者

管
理
技
術
者

様式３－２

企
画
部

中山間地域経
営ネットワーク
調査業務

土木関係
建設コン
サルタン
ト業務

既往の中
山間地域
に関する調
査結果等
を基にした
人材育成
に向けた
研修プログ
ラムの作
成等

簡易公
募型競
争入札
（総合
評価落
札方
式・簡
易型）

1

入札参加者選定の評価ウェート
参加表明者の経験・能力

技
術
者
表
彰
・
業
務
表
彰
経
験

資格・実績

(合計１５点）

登
録
等
の
有
無

同
種
類
似
実
績

業
務
の
成
績

同
種
類
似
実
績

業務種別 業務概要

（合計３５点）

保有資
格

合
 
 

計

No 部名 業務名
入札
契約
方式

事
故
及
び
不
誠
実
な
行
為

表
彰
の
有
無

（合計３５点） （合計１５点）

資格・実績

実
施
体

予定管理技術者の経験・能力

小
　
　
計

（合計５０点） （合計５０点）

実
施
体
制
の
妥
当
性

表彰の
有無

同種類
似実績

予定管理技術者の経験・能力

成績・表彰

業
務
成
績

成績・表彰

保
有
資
格

技術提案

合
 
 

計

落札者選定の評価ウェート

小
　
　
計

そ
の
他

（
知
識

）

工
程
計
画
の
妥
当
性

実
施
フ
ロ
ー
の
妥
当
性

業
務
理
解
度

成績・表彰 実施方針

（合計１００点）

資格・実績

同種類
似成績



◇業務関係　評価項目・加算点の審査【プロポーザル方式・公示前審査】　平成２２年　７月２３日総合評価審査委員会(第一部会）

技術提案

特定
テー
マ全

独創
性

独
創
性

保
有
資
格

同
種
類
似
実
績

同種
類似
の成
績

表
彰
の
有
無

管
理
技
術
者

管
理
技
術
者

管
理
技
術
者

管
理
技
術
者

与
条
件
と
の
整
合

キ
ー
ワ
ー
ド
の
網
羅

説
得
力
が
あ
る

類
似
実
績
が
あ
る

前
例
の
な
い
提
案

与
条
件
と
の
整
合

キ
ー
ワ
ー
ド
の
網
羅

説
得
力
が
あ
る

類
似
実
績
が
あ
る

前
例
の
な
い
提
案

1
河
川
部

河川計画
課

平成22
年度　河
川水辺
の国勢
調査総
括検討
業務

土木関
係建設
コンサ
ルタント
業務

Ｈ２１年度の全
国の一級河川
における水辺
の国勢調査結
果による全国
的な河川環境
特性の検討

簡易
公募
型プロ
ポー
ザル
方式

2
河
川
部

河川管理
課

全国レー
ダ雨量計
合成
データ整
理・解析
業務

土木関
係建設
コンサ
ルタント
業務

レーダ雨量計
の運用状況の
解析及び保存
等

簡易
公募
型プロ
ポー
ザル
方式

3
道
路
部

地域道路
課

高規格
幹線道
路周辺
地域活
性化方
策検討
業務

土木関
係建設
コンサ
ルタント
業務

高速道路沿線
地域の地域活
性化方策につ
いての検討

簡易
公募
型プロ
ポー
ザル
方式

◇業務関係　評価項目・加算点の審査【公示前審査】　平成２２年７月２３日総合評価審査委員会(第一部会）

4
営
繕
部

整備課

笠岡税
務署増
築その他
改修設
計業務

建築関
係建設
コンサ
ルタント
業務

笠岡税務署庁
舎の増築、既
存庁舎の改修
等の基本設
計、実施設計
及び積算業務
を行う

標準
型プロ
ポー
ザル
方式

様式２－２

特定における評価点（参加表明書）

配置予定技術者 実施方針

保有資
格

総合：２
構造：１
電気：１
機械：１

No

事
務
所
名

区分
（課名）

業
務
名

業
務
種
別

業
務
概
要

入
札
契
約
方
式

主任技術者 担当技術者管理技術者

保
有
資
格

（
必
須
条
件

）

同
種
類
似
経
験

業
務
成
績

経
験
年
数

Ｃ
Ｐ
Ｄ
取
得

小

計

業
務
の
理
解
度

実施
体制

・
実施
方針

小

計

技術提案

合
 
 

計

特定テーマ ① 特定テーマ ②

小
計

テーマ内容

同種類似
経験

総合：１
構造：0.5
電気：0.5
機械：0.5

経験年数
総合：0.5
構造：0.5
電気：0.5
機械：0.5

ＣＰＤ取得
総合：0.5
構造：0.5
電気：0.5
機械：0.5

同種類似
経験

総合：２
構造：１
電気：１
機械：１

業務成績
総合：１
構造：１
電気：１
機械：１

経験年
数

総合：１
構造：１
電気：１
機械：１

ＣＰＤ取得
総合：１
構造：１
電気：１
機械：１

評
価
点
・
加
算
点

テーマ内容

評
価
点
・
加
算
点

保有資格
総合：１
構造：0.5
電気：0.5
機械：0.5

実施方針

(合計は
20点)

成績・表
彰

(合計は
35点)

予定管理技術者

(合計15点)

成績・表
彰

(合計は30
点)

配置予定技術者

テ
ー
マ
内
容

テ
ー
マ
内
容

業
務
理
解
度表

彰
の
有
無

小計

資格・実
績

小
　
　
計

実現性

過
去
の
業
務
成
績

雇
用
関
係

手
持
ち
業
務
量

同
種
類
似
実
績

登
録
等
の
有
無

表
彰
の
有
無

業
務
の
成
績

入
札
契
約
方
式

選定における評価点（参加表明書）

資格・実
績

成績・表
彰

不
誠
実
な
行
為

小
　
　
計

資格・実績

(合計35
点)

No

事
務
所
名

区分
（課名）

業務名

業
務
種
別

業
務
概
要

合
　
　
計

参加表明者

小
　
　
計

実
施
体
制
の
妥
当
性業

務
実
績

保
有
資
格

（合計は
15点）

特定テーマ ①

円
滑
な
実
施
に
関
す
る
提
案

実
施
フ
ロ
ー
の
妥
当
性

小
　
　
計

的確性

有
益
な
代
替
案

工
程
計
画
の
妥
当
性

特定における評価点・総合評価における加算点（技術提案書）

（合計は特定テーマに
対する技術提案全体

で合計100点）

（合計は特定テーマ
に対する技術提案全

体で合計100点）
小
　
　
計

合
 
 

計

特定テーマ ②

小
計

テ
ー
マ
間
の
整
合
性

的確性 実現性



◇業務関係　評価項目・加算点の審査【プロポーザル方式・特定前審査】　平成２２年　７月２３日総合評価審査委員会(第一部会）

特定
テーマ
全体

保
有
資
格

同
種
類
似
実
績

同
種
類
似
の
成
績

表
彰
の
有
無

管
理
技
術
者

管
理
技
術
者

管
理
技
術
者

管
理
技
術
者

与
条
件
と
の
整
合

キ
ー
ワ
ー
ド
の
網
羅

説
得
力
が
あ
る

類
似
実
績
が
あ
る

与
条
件
と
の
整
合

キ
ー
ワ
ー
ド
の
網
羅

説
得
力
が
あ
る

類
似
実
績
が
あ
る

配点

評定
点

配点

評定
点

◇業務関係　評価項目・加算点の審査【特定前審査】　平成２２年７月２３日総合評価審査委員会(第一部会）

1 配点

評定点

標準
型プロ
ポー
ザル
方式

建築関
係建設
コンサ

ルタント
業務

厚狭税
務署庁
舎の増
築、既
存庁舎
の改修
等の基
本設

計、実
施設計
及び積
算業務
を行うも
のであ

る。

営繕部 整備課

厚狭税
務署増

築その他
改修設
計業務

ＣＰＤ取得
総合：0.5
構造：0.5
電気：0.5
機械：0.5

テーマ内容

評
価
点
・
加
算

点 テーマ内容

実施
体制

・
実施
方針

小

計

特定テーマ ① 特定テーマ ②

評
価
点
・
加
算

点

ＣＰＤ取
得

総合：１
構造：１
電気：１
機械：１

保有資格
総合：１
構造：0.5
電気：0.5
機械：0.5

同種類似
経験

総合：１
構造：0.5
電気：0.5
機械：0.5

経験年数
総合：0.5
構造：0.5
電気：0.5
機械：0.5

小
計

保
有
資
格

（
必

須
条
件

）

同
種
類
似
経
験

業
務
成
績

経
験
年
数

Ｃ
Ｐ
Ｄ
取
得

保有資
格

総合：２
構造：１
電気：１
機械：１

同種類
似経験
総合：

２
構造：

１
電気：

業務成
績

総合：１
構造：１
電気：１
機械：１

経験年数
総合：１
構造：１
電気：１
機械：１

特定における評価点（参加表明書）

配置予定技術者 実施方針 技術提案

合
 
 

計

管理技術者 主任技術者 担当技術者

小

計

業
務
の
理
解
度

No

事
務
所
名

区分
（課名）

予定管理技術者

(合計15点)

業務名

業
務
種
別

業
務
概
要

入札
契約
方式

小
　
　
計

実現性

様式４

同
種
類
似
実
績

登
録
等
の
有
無

表
彰
の
有
無

業
務
の
成
績

成績・
表彰

(合計
は35
点)

(合計は
30点)

小
　
　
計

実
施
体
制
の
妥
当
性

業
務
理
解
度

参加表明者

資格・実
績

成績・表
彰

不
誠
実
な
行
為

小
　
　
計

資格・実績

（合計は
15点）

(合計35
点)

表
彰
の
有
無

過
去
の
業
務
成
績

業
務
種
別

業
務
概
要

合
　
　
計

入
札
契
約
方
式

選定における評価点（参加表明書）

資格・実
績

No

事
務
所
名

区分
（課名）

業務名 合
 
 

計

特定テーマ ① 特定テーマ ②

有
益
な
代
替
案

テ
ー
マ
内
容

テ
ー
マ
内
容

実施方針

小
　
　
計

技術提案

小
　
　
計

(合計は
20点)

小
　
　
計

工
程
計
画
の
妥
当
性

実
施
フ
ロ
ー
の
妥
当
性

業
務
実
績

保
有
資
格

雇
用
関
係

手
持
ち
業
務
量

成績・表
彰

小
　
　
計

テ
ー
マ
間
の
整
合
性

的確性的確性

（合計は特定テーマに対
する技術提案全体で合計

100点）

（合計は特定テーマに対す
る技術提案全体で合計100

点）

実現性

中国管
内水文
観測
データ
の品質
照査等

簡易
公募

型プロ
ポー
ザル
方式

配置予定技術者

1
河
川
部

河川管理
課

中国管
内水文
観測
データ品
質照査
業務

土木関
係建設
コンサ
ルタント
業務

2

簡易
公募
型プロ
ポー
ザル
方式

土木関
係建設
コンサ
ルタント
業務

特定における評価点・総合評価における加算点（技術提案書）

「石炭
灰（フラ
イアッ
シュ）を
使用し
た吹付
けコンク
リート設
計マ
ニュア
ル
（案）」
策定の
ための
データ
集計、
分析等

道
路
部

道路工事
課

道路トン
ネルにお
ける石炭
灰を用い
た吹付け
コンク
リートに
関する調
査検討
業務

様式２－２



日 時：平成２２年７月２３日（金）16：00～
場 所： 合同庁舎２号館 ８階 中西会議室

平成２２年度 中国地方整備局総合評価審査委員会
第一部会（第４回）

議 事 次 第

１．開 会

２．挨 拶

３．議 事

【工事関係審査】

）審査対象工事の全体説明１

）審査対象工事の個別説明２

【業務関係審査】

審査対象業務の全体説明３）

）審査対象業務の個別説明４

４．閉 会




